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（代）

（智久・美穂）

（ 忍・衣 子 ）

（ 円 香 ）

（貴信・友紀子）

（道生・昌代）

（政彦・真佐美）

（昌史・茉理）

（将行・聡美）

（秀和・幸子）

（女）

（男）

（男）

（女）

（男）

（男）

（男）

（男）

（女）

東吉田

晩　稲

芝　崎

山　内

新　町

芝　崎

北　道

徳　蔵

晩　稲

/

/

/

/

/

/

/

/

/

30

28

７

11

６

６

19

17

18

９

９

10

10

10

10

10

10

10

（前月比+3）

（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比＋1）
（前月比±0）

（54.5％）

（87．6%）
（81．8%）
（94．6%）
（83．1%）
（85．3%）
（58．4%）
（81．1%）
（52．5%）

1,036／約1,900

113／129
148／181
35／37
216／260
110／129
45／77
214／264
191／364

10月末現在（前月比） 10月中の異動
（－１０人）
（－１３人）
（－２３人）
（－２世帯）

６，８３１人
７，４４１人
１４，２７２人
４，７３１世帯

９人
８人
２１人
４５人

る か

りょうすけ

しょうと

　そう　

お う が

　けい　

いつき

ち さ き

みなべＡＣの子どもたちが
県小学生秋季陸上競技選手権大会で入賞

南部少年剣道クラブＡチームが
近畿剣道大会小学校低学年の部で優勝

髙　井　琉　伽

糸　川　涼　介

小　松　将　虎

山　本　さくら

火　縄　　颯

小　林　煌　芽

根　岸　　慶

人　目　　樹

竹　中　智　咲

（ 昭 三 ）

（ 修 一 ）

（ 永 次 ）

（ 光 雄 ）

（ 哲 也 ）

（ 保 夫 ）

（ 浩 市 ）

（ 武 ）

（ 哲 ）

（８０）

（８６）

（７８）

（８５）

（８３）

（１０１）

（９９）

（９２）

（８７）

南　道

晩　稲

北　道

東岩代

　堺

東本庄

大　橋

東岩代

西本庄

/

/

/

/

/

/

/

/

/

４

８

12

12

20

21

25

27

31

10

10

10

10

10

10

10

10

10

山　本　スミ子

髙　田　澄　子

吉　本　広　子

地　主　梅　野

小　谷　義　一

岡　﨑　タダヱ

森　本　ヨシヱ

　　川　美惠子

　　川　八重子

（件）（10月31日現在）

　10月17日（日）、紀三井寺公園陸上競技場で、第10回和歌山
県小学生秋季陸上競技選手権大会が開催され、みなべＡＣか
ら次の皆さんが入賞しました。（敬称略）
≪男子≫●100ｍ（4年生の部）１位＝谷口大樹　●1500ｍ
（６年生の部）２位＝沖見史哉　●走り高跳び（５･６年生共通
の部）１位＝沖見史哉　●走り幅跳び（５年生の部）１位＝西川
斗真、（４年生以下の部）２位＝谷口大樹
≪女子≫●80ｍハードル（５･６年生共通の部）３位＝小田若
奈、４位＝古久保朋佳　●走り高跳び（５･６年生共通の部）２
位＝小田若奈、３位＝古久保朋佳　●走り幅跳び（４年生以下
の部）５位＝中村彩夏

　10月31日、田辺市で行われた第58回近畿剣道大会で、南部
少年剣道クラブＡチームが小学校低学年の部で優勝しました。
優勝した南部少年剣道クラブＡチームのメンバーは、次の子ども
たちです。（敬称略）【先鋒】山本秀太【次鋒】杣悠帆【中堅】木
下裕介【副将】山本あやか【大将】萩野択弥

75

　当日は、式典（午後１時～）の後、新成人実行委員会
の企画運営によるアトラクションを予定しています。
　くわしくは、教育学習課成人式担当へお問い合わせく
ださい。（生涯学習センター１階、℡74－3134）

新成人の皆さん

紀州南部ロイヤルホテルで
午後12時30分から受付

１月４日（火）は成人式へ！

南部少年剣道クラブの皆さん

P２～
P４～
P６～
P８～

「自主防災会連絡協議会」発足ほか
全国民生児童委員連合会長表彰ほか
町スポーツ大会
まちのほっとニュース

P10
P11～
P17
P18～

としょかん通信
くらしの情報
ふれ愛センターだより
くらしの情報カレンダー

地 震 総 合
災害に備えて災害に備えて

消 防 演 習
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11
月
１
日
（
月
）、
平
成
22

年
第
５
回
臨
時
町
議
会
が
開
会

さ
れ
（
会
期
１
日
）、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
選
任

と
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同

意
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の

結
果
、
原
案
通
り
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　

10
月
28
日
（
木
）、
み
な
べ

町
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会
の

設
立
総
会
が
、
役
場
第
１
庁
舎

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
連
絡
協
議
会
は
、
町
内
全

34
地
区
で
組
織
さ
れ
た
自
主
防

災
会
相
互
の
連
携
を
密
に
し
、

地
震
そ
の
他
の
災
害
に
よ
る
被

害
の
防
止
及
び
軽
減
を
図
る
た

「
み
な
べ
町
自
主
防
災
会　

　
　

連
絡
協
議
会
」
を
発
足

小
川
猛
さ
ん

田
中
昭
彦
さ
ん

小
谷
眞
千
子
さ
ん

　

ま
た
、
11
月
８
日
（
月
）
教

育
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
互
選

に
よ
り
、
教
育
委
員
会
委
員
長

に
小
谷
眞
千
子
さ
ん
（
芝
）、
同

職
務
代
行
に
豊
田
泰
猛
さ
ん（
東

本
庄
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
、
松
下
忠
弘
さ
ん
（
芝
）

〔
再
任
〕・
河
本
武
さ
ん
（
埴
田
）

〔
再
任
〕・
津
呂
純
二
さ
ん
（
清

川
）〔
新
任
〕
を
任
命
す
る
こ

と
に
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
、
３
年
で
す
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

教
育
委
員
会
委
員
に
、
小
谷

眞
千
子
さ
ん
（
芝
）〔
再
任
〕
を

任
命
す
る
こ
と
に
、
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
、
４
年
で
す
。

　

続
い
て
、
議
会
の
正
副
議
長

選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
小
川

め
、
自
主
防
災
体
制
の
充
実
や

強
化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
は
、
各
地
区
の
自
主
防

災
会
か
ら
１
名
ず
つ
選
出
さ
れ

た
34
人
で
構
成
し
、
初
代
会
長

に
中
本
光
一
さ
ん
（
東
吉
田
）、

副
会
長
に
植
野
弘
志
さ
ん
（
東

本
庄
）、
龍
神
睦
男
さ
ん
（
木

平
成
22
年

　

第
５
回
臨
時
町
議
会

の
川
）
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
長
の
中
本
さ

ん
は
、「
１
人
で
も

多
く
の
方
に
災
害

の
怖
さ
を
知
っ
て

も
ら
い
、
１
日
で

も
早
く
災
害
へ
の

備
え
を
行
っ
て
も

ら
う
取
り
組
み
を

進
め
た
い
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

連
絡
協
議
会
の

具
体
的
な
活
動
と

し
て
は
こ
れ
か
ら

で
す
が
、
主
に
は

各
地
区
の
自
主
防
災
会
等
の
連

絡
調
整
、
地
震
等
に
対
す
る
災

害
対
策
、
災
害
発
生
時
に
お
け

る
情
報
収
集
や
伝
達
の
対
策
、

防
災
意
識
の
啓
発
、
防
災
訓
練

の
実
施
な
ど
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
こ
の
日
、
基
調
講
演
と

し
て
、
和
歌
山
大
学
シ
ス
テ
ム

工
学
部
の
平
田
隆
行
助
教
よ

り
、「
自
助
と
共
助
の
防
災
む

ら
づ
く
り
」
と
題
し
た
講
演
を

聴
き
ま
し
た
。

猛
さ
ん
（
東
本
庄
）、
副
議
長

に
田
中
昭
彦
さ
ん
（
新
町
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
総

務
文
教
常
任
委
員
会
（
７
人
）、

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
７
人
）

及
び
議
会
運
営
委
員
会
（
６
人
）

の
各
委
員
会
構
成
替
え
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
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日
高
郡
内
の
６
町
で
構
成
す

る
日
高
広
域
消
防
協
議
会
主
催

の
消
防
演
習
が
、
11
月
９
日

（
火
）、
み
な
べ
町
民
運
動
広
場

周
辺
で
開
催
さ
れ
、
消
防
関
係

者
な
ど
１
５
０
人
が
参
加
し
ま

み
な
べ
町
地
震
総
合
消
防
演
習
に

　
　

関
係
者
１
５
０
人
が
参
加

し
た
。

　

演
習
は
、
東
南
海
・
南
海
地

震
が
発
生
し
た
場
合
の
災
害
を

想
定
し
、
複
数
の
火
災
が
発
生

し
た
場
合
の
行
政
機
関
の
初
動

体
制
の
確
立
や
、
日
高
広
域
消

防
隊
と
町
消
防
団
の
効
率
的
な

消
火
体
制
の
確
立
を
目
的
と
し

て
毎
年
、
各
町
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
み
な
べ
町
で
開
催
さ
れ

た
消
防
演
習
に
、
町
か
ら
は
、

み
な
べ
町
消
防
団
が
約
50
人
、

町
内
の
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が
10

人
参
加
し
、
１
１
９
通
報
訓
練
、

消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓

練
、
消
防
車
に
よ
る
消
火
訓
練

　町民の皆さんが無事に越年できるよ
うにと、毎年 12 月 26 日から 12 月 30
日までの５日間、消防車で火の用心の
注意喚起をして、各地区の警戒にあ
たっています。
　不審人物はいないか、家の周りに燃

今年も
「みなべ町消防団」による
年末警戒を実施します！

　

消
防
庁
の
調
べ
で
は
、
住

宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
、
平

成
15
年
以
降
連
続
で
年
間
１
，

０
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
に
は
、
前
年
比
約
１

割
の
減
少
と
な
っ
た
も
の
の
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
が

過
半
数
を
占
め
る
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
の
死
者
数
で
発
火

源
別
に
ワ
ー
ス
ト
５
を
見
て
み

ま
す
と
、「
た
ば
こ
」「
ス
ト
ー

ブ
」「
こ
ん
ろ
」「
電
気
器
具
」

「
マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー
」
と
、

こ
の
５
つ
で
発
火
源
が
判
明
し

暖
房
器
具
な
ど
火
の

　

取
扱
い
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

て
い
る
も
の
の
約
８
割
を
占
め

て
い
る
状
況
で
す
。

　

暖
房
器
具
な
ど
を
使
用
す
る

機
会
が
多
く
な
る
季
節
で
す
の

で
、
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

えやすいもの
が置かれてい
ないかなどの
チェックもし
ています。

や
負
傷
者
の
救
助
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
和
歌
山
県
の
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
「
き
し
ゅ
う
」
も

出
動
し
、
ホ
イ
ス
ト
装
置
に
よ

る
吊
り
上
げ
救
助
訓
練
や
、
消

防
関
係
者
を
搭
乗
し
て
上
空
か

ら
の
被
害
状
況
視
察
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
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日
高
地
方
租
税
教
育
推
進
協

議
会
と
御
坊
税
務
署
共
催
の
平

成
22
年
度
「
税
に
関
す
る
中
学

生
の
標
語
」
で
、
次
の
生
徒
た

ち
が
入
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▼
優
秀
賞
＝
▽
井
野
桃
子
（
南

部
中
３
年
）「
税
金
で
希
望
に
満

ち
た
ま
ち
づ
く
り
」、
▽
岡
田
雄

斗
（
上
南
部
中
１
年
）「
税
金
は

　

こ
の
ほ
ど
、
平
成
22
年
度
全

国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

長
表
彰
が
行
わ
れ
、
町
の
民
生

児
童
委
員
さ
ん
３
名
に
、
永
年

勤
続
民
生
委
員
児
童
委
員
表
彰

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
多
年
に
わ
た
り
地
域

の
福
祉
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
功

労
を
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

表
彰
さ
れ
た
民
生
児
童
委
員

さ
ん
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

■
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連

合
会
長
表
彰　

日
高
地
方
「
税
に
関
す
る

　

中
学
生
の
標
語
」
で
入
賞
し
た
皆
さ
ん

中
家
さ
ん
、
西
村
さ
ん
、
小
西
さ
ん
に

 
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
長
表
彰

中家長久さん西村敏子さん小西充子さん

　

こ
の
ほ
ど
、
越
本
富
子
さ
ん

（
芝
）
に
、
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
毎
月
勤
労
統
計
調
査
功
労
者

表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

毎
月
勤
労
統
計
調
査
は
、
民
間

企
業
等
に
お
け
る
給
与
改
正
や

人
件
費
の
算
定
、
景
気
判
断
な

ど
国
民
生
活
に
深
く
関
わ
っ
て

い
る
重
要
な
調
査
の
一
つ
で
す
。

　

越
本
さ
ん
は
、
同
調
査
の
ほ

か
各
種
統
計
調
査
の
調
査
員
と

し
て
永
年
ご
尽
力
頂
い
た
功
績

を
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

越
本
さ
ん
に

 
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

こ
の
ほ
ど
、
平
成
22
年
度

「
み
な
べ
町
人
権
を
考
え
る
啓

発
標
語
」
の
募
集
が
行
わ
れ
、

３
２
１
人
か
ら
４
６
８
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結

果
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
し
ま

し
た
。

■
小
学
生
の
部　

▼
特
選
＝
岩
﨑
実
子
（
上
南
部

小
６
年
）「
あ
り
が
と
う　

え

が
お
と
気
持
ち　

伝
え
ま
す
」

▼
入
選
＝
▽
谷
村
汐
里
（
上
南

部
小
６
年
）「
笑
顔
は
ね　

み
ん

な
の
心　

つ
な
げ
る
よ
」
▽
池

添
徳
晃
（
同
６
年
）「
人
の
た
め

　

思
う
心
を　

忘
れ
ず
に
」

「
み
な
べ
町
人
権
を
考
え
る

　
　

啓
発
標
語
」
で
入
賞
し
た
皆
さ
ん

越本富子さん

永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委

員
表
彰　

中
家
長
久
さ
ん
（
熊

瀬
川
）（
在
任
17
年
）、
西
村
敏

子
さ
ん
（
新
庄
）（
在
任
17
年
）、

小
西
充
子
さ
ん
（
北
道
）（
在

任
17
年
）

■
中
学
生
の
部　

▼
特
選
＝
前
田
仁
太
（
高
城
中

２
年
）「
勇
気
だ
せ　

見
て
見

ぬ
ふ
り
は　

や
め
よ
う
よ
」

▼
入
選
＝
▽
濵
﨑
勇
巳
（
南
部

中
３
年
）「
生
ま
れ
た
国
が
違
っ

て
も　

み
ん
な
お
ん
な
じ　

お

友
達
」
▽
中
村
貴
之
（
清
川
中

３
年
）「
考
え
て　

言
わ
れ
る

人
の　

身
に
な
っ
て
」
▽
西
野

夏
実
（
高
城
中
２
年
）「
考
え

よ
う　

自
分
が
さ
れ
て　

い
や

な
こ
と
」

　

同
標
語
・
入
賞
者
の
表
彰
式

は
、
第
17
回
発
明
発
見
創
意

く
ふ
う
展
＆
第
16
回
未
来
の
科

学
の
夢
絵
画
展
の
入
賞
者
の
表

彰
式
と
合
わ
せ
て
、
12
月
９
日

（
木
）、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
発
明
発
見
創
意
く
ふ

う
展
で
入
賞
し
た
次
の
小
中
学

生
３
人
が
、（
社
）
発
明
協
会

和
歌
山
県
支
部
主
催
の
「
私
た

ち
の
く
ふ
う
展
」
に
も
入
賞
し

ま
し
た
。

▼
近
畿
経
済
産
業
局
長
賞
＝
大

前
尋
（
高
城
中
１
年
）

▼
日
本
弁
理
士
会
近
畿
支
部
長

賞
＝
西
野
歩
季
（
上
南
部
小
３

年
）

▼
（
財
）
雑
賀
技
術
研
究
所
名

誉
会
長
奨
励
賞
＝
山
﨑
日
向
子

（
清
川
小
２
年
）　
〔
敬
称
略
〕

未
来
の
た
め
の
貯
金
箱
」、
川
口

皆
実
（
高
城
中
３
年
）「
税
金
は

み
ん
な
を
守
る
ヒ
ー
ロ
ー
だ
」

▼
佳
作
＝
▽
松
川
友
哉
（
南
部

中
１
年
）、
木
村
美
結
（
同
１

年
）、
中
西
菜
々
（
同
１
年
）、

岡
田
陽
佳
（
同
２
年
）、
坂
北

瑞
歩（
同
２
年
）、坂
口
結
芽（
同

２
年
）、中
村
直
美
（
同
３
年
）、

土
井
敦
俊
（
上
南
部
中
１
年
）、

東
瑠
花
（
同
１
年
）、
馬
場
本

麻
里
（
同
２
年
）、岡
﨑
葵
（
同

２
年
）、
桂
南
美
（
同
３
年
）、

大
木
瑞
季
（
同
３
年
）、
中
松

咲
（
同
３
年
）、山
本
紗
代
（
高

城
中
１
年
）、永
井
麻
奈
美
（
同

２
年
）、
原
晴
希
（
清
川
中
１

年
）、
中
家
知
美
（
同
２
年
）、

山
﨑
茜
（
同
３
年
）、
竝
木
衣

久
美
（
同
３
年
）
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文
化
展
・
展
覧
会
・
芸
能
ま
つ
り
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
！

　

10
月
30
日
（
土
）
～
31
日

（
日
）、
南
部
公
民
館
と
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
大

展
覧
会
で 11

月
は
「
み
な
べ
学
び
月
間
」

11
月
は
「
学
校
開
放
月
間
」

幼稚園、小学校、中学校で
授業参観や催しが行われました！

　11 月５日（金）、南部小学
校では、授業参観や作品展示、
親子ミニコンサートなどの催
しがありました。また６年生
が、南部高校農場で育てた野
菜の販売を行い、保護者や地
域の方達で賑わいました。

　11 月６日（土）、南部
幼稚園では、ピッコロ合
唱団を招いて、きれいな
合唱を聴きました。

　11 月９日（火）、清川中学
校では、日高広域消防本部職
員の指導のもと、地震を想定
した避難訓練を行い、煙体験
や起震車体験、消火器の使用
訓練などを行いました。

生涯学習センター
　

11
月
３
日
（
水
）
～
４
日

（
木
）、
高
城
公
民
館
と
清
川
公

民
館
で
開
催
さ
れ
た
文
化
展
で清川公民館

　

11
月
３
日
（
水
）、
ふ
れ
愛

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
芸
能

ま
つ
り
で

南部公民館

高城公民館
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みなべ町スポーツ大会
　11月７日（日）と14日（日）の両日、第５回みなべ町民スポーツ大会（町体育
協会主催）が、町民運動広場、共和球場、上南部小学校体育館などで開催されました。
　今年も、10種目の競技に約690人が参加して、熱戦を繰り広げました。
　各種目で入賞した皆さんを、紹介します。〔敬称略〕

卓　
　
　

球

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

壮 

年 

野 
球

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

■
参
加
者　

27
人

▼
順
位　

男
子
の
部　

▽
１
位
＝
小
川

一
将
（
上
南
部
中
）
▽
２
位
＝

原
晴
希
（
清
川
中
）
▽
３
位
＝

山
村
翔
万
（
清
川
中
）

女
子
の
部　

▽
１
位
＝
小
川

莉
紗
（
上
南
部
中
）
▽
２
位
＝

植
野
晴
菜
（
上
南
部
中
）
▽
３

位
＝
向
井
幸
子
（
フ
レ
ン
ズ
）

■
参
加
チ
ー
ム　

12
チ
ー
ム

▼
順
位　

▽
１
位
＝
熊
岡
Ｂ

（
畑
﨑
清
弘
・
大
木
政
敏
・
西

本
冷
子
・
森
岡
晴
美
・
福
井
京

子
）
▽
２
位
＝
高
城
（
畑
谷
昇
・

湯
川
ス
エ
・
中
平
喜
美
子
・
前

田
久
秀
）

■
参
加
チ
ー
ム　

11
チ
ー
ム

▼
順
位　

▽
１
位
＝
寺
谷
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
（
山
﨑
真
一
・
久
保

敏
昭
・
西
村
毅
・
坂
本
忠
裕
・

■
参
加
チ
ー
ム　

12
チ
ー
ム

▼
順
位　

▽
１
位
＝
谷
口
（
松

下
哲
也
・
芝
本
圭
司
・
山
本
佳

則
・
山
本
篤
司
・
庄
司
真
彰
・

森
本
彰
・
片
岡
隆
昭
・
中
村

拓
也
・
庄
司
伸
行
・
井
出
永
・

芝
本
裕
平
・
芝
本
裕
哉
）
▽
２

位
＝
高
城
Ｂ
（
大
前
和
崇
・
大

前
浩
・
金
川
大
介
・
西
隼
人
・

西
登
志
也
・
松
原
真
治
・
後
幸

弘
・
久
保
明
弘
・
田
中
勇
次
・

道
上
学
・
玉
段
勉
・
西
野
康
男
）

山
本
正
・
小
田
修
・
谷
口
勝
良
・

平
喜
之
・
北
谷
俊
明
・
谷
前
尚
・

高
野
勉
・
大
木
克
也
・
串
野
正

和
・
田
中
守
・
田
中
則
男
・
谷

口
育
雄
・
芝
康
則
・
長
瀨
一
也
・

山
本
茂
芳
・
長
瀨
眞
次
・
長
瀧

真
司
・
藤
六
保
・
寺
谷
渉
・
西

野
武
夫
・
原
靖
彦
・
小
田
芳
信
）

▽
２
位
＝
北
東
（
阪
口
公
司
・

阪
口
史
彦
・
谷
口
和
久
・
谷
雅

敏
・
畑
垣
茂
宣
・
前
田
和
志
・

峯
新
吾
・
中
家
章
一
・
三
尾
昌

司
・
湯
川
宏
行
・
森
下
弘
和
・

太
田
尚
武
・
酒
井
崇
司
・
黒
田

和
也
・
前
田
剛
志
・
芦
谷
仁
士
）

第５回
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ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

フ
ァ
ミ
リ
ー

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

陸　
　
　

上

■
参
加
チ
ー
ム　

45
ペ
ア

▼
順
位　

Ａ
級
の
部
▽
１
位

＝
澤
田
愛
司
・
桂
祐
一
▽
２
位

＝
坂
本
浩
規
・
谷
泰
孝
▽
３
位

＝
大
野
寿
也
・
玉
置
航
大
、
田

野
和
芳
・
栗
山
大
介

Ｂ
級
の
部
▽
１
位
＝
羽
柿
和

明
・
羽
柿
和
代
▽
２
位
＝
望
月

智
子
・
玉
置
知
子
▽
３
位
＝
勇

惣
一
裕
・
坂
本
友
紀
、
中
瀨
健

一
・
杉
谷
素
子

中
学
生
男
子
の
部
▽
１
位
＝

羽
柿
健
大
（
南
部
中
）・
吉
川

海
（
同
）
▽
２
位
＝
平
一
貴

■
参
加
チ
ー
ム　

６
チ
ー
ム

▼
順
位　

▽
１
位
＝
長
瀧
拓

真
・
谷
前
敦
子
・
武
田
友
美　

▽
２
位
＝
片
家
肇
・
湯
川
久
仁

子
・
長
瀧
美
里
・
米
澤
強

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

■
参
加
チ
ー
ム　

12
ペ
ア

▼
順
位　

▽
１
位
＝
玉
置
新

吾
・
輪
玉
真
知
子　

▽
２
位
＝

谷
村
一
行
・
亀
井
由
香
里

軟 

式 

野 

球

■
参
加
チ
ー
ム　

２
チ
ー
ム

▼
順
位　

▽
１
位
＝
ル
ー
ズ

（
大
西
登
之
・
﨑
山
幸
央
・
岩

﨑
守
秀
・
岩
﨑
晋
也
・
葊
澤
健

仁
・
水
﨑
貴
央
・
米
澤
謙
治
・

大
西
慶
・
竹
中
伸
夫
・
勇
惣
秀

城
・
竹
中
孝
昇
・
山
本
幸
規
・

坂
口
雄
大
・
﨑
山
剛
志
・
小
坂

広
明
）

■
参
加
チ
ー
ム　

９
チ
ー
ム

▼
順
位　

▽
１
位
＝
た
く
そ

（
硲
小
四
郎
・
関
本
卓
也
・
森

下
武
久
・
大
野
好
美
・
山
﨑

幸
代
・
林
い
ず
み
）
▽
２
位
＝

ふ
ぁ
ん
た
じ
す
た
（
高
田
英

伸
・
前
田
剛
志
・
田
中
雅
之
・

亀
山
栄
美
子
・
亀
山
実
奈
子
・

高
田
静
・
林
優
）

■
１
０
０
㍍
小
学
校
低
学
年

▽
１
位
＝
三
尾
倖
平
（
南
部

小
）、２
位
＝
湯
川
敬
太
（
同
）、

３
位
＝
山
本
柊
太
（
清
川
小
）、

同
高
学
年
▽
１
位
＝
丸
山
矩

加
（
岩
代
小
）、
２
位
＝
井
上

崚
（
上
南
部
小
）、
小
田
若
菜

（
清
川
小
）、
高
校
生
・
一
般
▽

１
位
＝
田
野
遊
馬

■
１
０
０
０
㍍
小
学
校
低
学

年
▽
１
位
＝
三
尾
倖
平
（
南

部
小
）、
２
位
＝
山
ノ
内
大
雅

（
同
）、
３
位
＝
山
本
柊
太
（
清

川
小
）、
同
高
学
年
▽
１
位
＝

丸
山
矩
加
（
岩
代
小
）、
２
位

＝
井
上
崚
（
上
南
部
小
）、
３

（
南
部
中
）・
猪
野
雅
俊
（
同
）

▽
３
位
＝
西
山
誠
志
（
上
南
部

中
）・
片
岡
誉
行
（
同
）、
谷
勇

気
（
南
部
中
）・
岡
崎
康
隆
（
同
）

中
学
生
女
子
の
部
▽
１
位
＝
西

本
莉
央
（
上
南
部
中
）・
津
村

知
里
（
同
）
▽
２
位
＝
坂
本
奈

央
（
高
城
中
）・
大
畑
香
歩
（
同
）

▽
３
位
＝
真
造
沙
也
香
（
上
南

部
中
）・
前
田
紀
子
（
同
）、
植

野
結
子
（
上
南
部
中
）・
山
本

実
夢
（
同
）

位
＝
三
尾
哲
太
（
南
部
小
）

■
走
幅
跳
小
学
校
低
学
年
▽
１

位
＝
三
尾
倖
平
（
南
部
小
）、

２
位
＝
山
本
柊
太
（
清
川
小
）、

３
位
＝
山
下
歩
里
（
南
部
小
）、

同
高
学
年
▽
１
位
＝
井
上
崚

（
上
南
部
小
）、
２
位
＝
小
田
若

菜
（
清
川
小
）、
３
位
＝
池
添

徳
晃
（
上
南
部
小
）、
高
校
生
・

一
般
▽
１
位
＝
田
野
遊
馬

■
走
高
跳
小
学
校
低
学
年
▽
１

位
＝
山
本
柊
太
（
清
川
小
）、

山
下
歩
里
（
南
部
小
）、
２
位

＝
湯
川
敬
太
（
同
）、
同
高
学

年
▽
１
位
＝
小
田
若
菜
（
清
川

小
）、
２
位
＝
井
上
崚
（
上
南

部
小
）、
池
添
徳
晃
（
同
）、
森

星
奈
（
南
部
小
）
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高城、清川、堺で秋祭り！

岩代小学校でふれあい交流！

　11月4日（木）、南部幼稚園で、祖父母参観が行われ、116人が参加しました。
　はじめに、園児たちがクラスごとに、日頃練習している歌や踊りなどを元気いっ
ぱいおじいちゃん、おばあちゃんに披露しました。発表が終わると大きな拍手に、
園児たちはとてもうれしそうでした。
　続いて、園近くの南部公民館に腹話術師の千田やすしさん（大阪府茨城市）
を招いて、腹話術を楽しみました。園児だけでなくおじいちゃん、おばあちゃんも
楽しい腹話術に大笑いする場面もありました。
　そして、秋晴れの中、園庭で一緒に昼食を食べ、楽しいふれあいのひとときを
過ごしました。

　紀州梅の郷救助隊は、10月31日から11月3日まで、甚大な豪雨被害
に見舞われた鹿児島県奄美大島に出動し、復旧作業にあたりました。
　出動したのは、尾崎剛通隊長と隊員の中本朋章さん、藤川雅史さ
んの3人で、被害が大きかった地域に入り、裏山の崩壊により1階部分
が土砂に埋まった博物館で、資料の持ち出しや、館内及び周辺の土
砂の撤去作業などを行いました。
　また、救援物資として提供された梅干しを避難所に届け、被災者の
皆さんに大変喜ばれました。

　11月10日（水）、南部長寿大学は11月講座を開き、約120人が受講しました。
　この日は、白浜町の聖福寺の関守研悟住職を講師に迎えて、「幸福講座」
と題し音楽をとり入れた講演を聴きました。
　関守住職は、ギターやピアノを弾きながら童謡や唱歌などを歌い、そして歌
に込められた想いや情景などを話されました。そして、「唱歌や童謡など昔の
歌を聴いていると、心が安らぎ、心が落ち着いてきて、幸せに生きる道を示して
くれているような気がする。」「みんなお互いを敬って、共に幸せに生きていきま
しょう。」と話されていました。受講生は、懐かしい歌を一諸に口ずさんだりしな
がら、聴き入っていました。

　10月27日（水）、埼玉県の川口総合高等学
校の生徒が、修学旅行でみなべ町を訪れ、体
験学習を行いました。
　郷土料理を作る体験には、38人の生徒が
参加して、梅料理研究会の皆さんの指導で
梅料理作りを体験しました。生徒たちは５班に
分かれて、梅料理によく使う「梅びしお」を作っ
たり、「梅肉サラダ巻き」や「梅肉の包みあげ」
などの料理を教わりながら作りました。　
　生徒達は、昼食に出来上がった梅料理な
ど約10品を味わい、おいしいと好評でした。

南部長寿大学「幸福講座」を開催

　11月19日（金）、岩代小学校では、ふれあい活動として、1・2年生と地域のお年寄りと
の交流会がありました。
　この行事は、毎年実施されており、この日は西岩代喜楽会の皆さんが、岩代小学校を
訪れ、子ども達に昔からの遊びを教えました。

南部幼稚園児が腹話術を楽しみました！

紀州梅の郷救助隊が被災地で救援活動

修学旅行生が梅料理作りを体験！

上南部保育所園児がサツマイモ収穫体験！

　10月26日（火）、上南部保育所の2～5歳児の園児126人が、近くの畑で
さつまいも堀りを楽しみました。
　この日は、みなべ町野菜研究会（堀本芳伸会長）の皆さんが、保育所
近くの畑に園児たちを招待し、一緒にさつまいもの収穫をおこないました。
　園児たちは、畑に入るとスコップで土を掘り、さつまいもを見つけると歓
声をあげて喜び、収穫を楽しんでいました。

　10月24日（日）に高
城天宝神社、10月31
日（日）に清川天宝神
社、11月14日（日）に堺
日吉神社の秋祭りが
ありました。地域あげ
て大勢の人が、祭りの
１日を楽しみました。

高城天宝神社秋祭り

清川天宝神社秋祭り 堺・日吉神社秋祭り

　子ども達は、「ぶんぶんごま」や「紙ひこうき」などの作り
方を教えてもらい、出来上がると夢中で遊んでいました。ま
た、じゅず玉を使ってネックレスなどを作り、根気よく仕上げ
ていました。ほかにも、なつかしいいろいろな遊びを楽しん
でいました。
　大人も子どもも一緒に、昔からの遊びを通して、楽しみふ
れあいました。
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　はじめに、園児たちがクラスごとに、日頃練習している歌や踊りなどを元気いっ
ぱいおじいちゃん、おばあちゃんに披露しました。発表が終わると大きな拍手に、
園児たちはとてもうれしそうでした。
　続いて、園近くの南部公民館に腹話術師の千田やすしさん（大阪府茨城市）
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近くの畑に園児たちを招待し、一緒にさつまいもの収穫をおこないました。
　園児たちは、畑に入るとスコップで土を掘り、さつまいもを見つけると歓
声をあげて喜び、収穫を楽しんでいました。

　10月24日（日）に高
城天宝神社、10月31
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●木暮荘物語（三浦しをん）
●鋼鉄の叫び（鈴木光司）
●ロードサイド・クロス（Ｊ・ディー
ヴァー）●高杉晋作の「革命日
記」（一坂太郎）●誕生花事
典（鈴木路子監修）●藤田智
の野菜づくり徹底Ｑ＆Ａ（藤田
智）●繪本 仮名手本忠臣蔵
（安野光雅）

　高齢者の食事で大切なこと
は、安心しておいしく食べられ
ること。いつもの料理をかみや
すく飲み込みやすくする工夫
の仕方を、食材選びから調理
方法、食べ方まで教えてくれま
す。大きな文字とイラストでわ
かりやすいので、高齢者の方
もご活用ください。

●シルクロード歴史と今が分
かる事典（大村次郷）●シリー
ズ格差を考える　全３巻（稲
葉茂勝ほか著）●ちいさなボ
タン、プッチ（荒井良二）
●ティーボール（こどもくらぶ
編）●よくわかる宇宙と地球の
すがた（国立天文台編）●お
となりさんは魔女（エイキン）
●それはもりのこもりうた（山内
ふじ江）●よめたよ、リトル先生
（バーク）●モーツァルトはおこ
とわり（モーバーゴ）

●後悔しない！いい家づくりの
教科書（釜中明）●おサケに
ついてのまじめな話（西原理
恵子・月乃光司）●確信犯（大
門剛明）

　作品を作るたびにヒットを飛ばす宮崎監督。今年
は「借りぐらしのアリエッティ」でしたね。原作もずいぶ
ん借りられました。アイデアの源になった本、監督が子
どものころワクワクしたより抜きの本を展示します。冬休
みに、監督のワクワクがあなたにも移りますように！

　おつきあいや迎春準備に、何かと気ぜわしい12
月。しきたりや掃除、年賀状、おせち料理の本など、役
立てていただける本を紹介します。

「年の瀬」

「宮崎駿監督おすすめの
　　　　岩波少年文庫50冊」

12月8日（水）

74-3283
72-1410

伊藤勝敏　（保育社）

　空き缶やタイヤなど、人間が
捨てたゴミの中でくらす海の
生き物の写真集。魚たちのた
くましさに複雑な気持ちになり、
枯れ果てた海底の森や奇形
魚の写真に胸を突かれます
が、希望も！　和歌山の海の写
真多数。

ど
っ
こ
い
生
き
て
る
、

　

ゴ
ミ
の
中

か
み
や
す
い

　

飲
み
込
み
や
す
い

　
　

食
事
の
く
ふ
う

山田晴子/食事指導　横田洋子/絵
　　　　（女子栄養大学出版部）

　高校受験を控えた長女・春
菜。自ら中学受験を望む長男・
隆也。小林家では2人の受験
生を抱えることになるが、とに
かくお金がない。受験料や入
学金・授業料はどうすれば？そ
んな中、4人目がおなかの中に
…。子どものＷ受験と金銭苦
に母はどう立ち向かうのか。

不
知
火
京
介 

（
光
文
社
）

午後３時から

●13歳からの暗記ノート（小野
田博一）●カエルもヒキガエルも
うたえる（アーノルド・ローベル）
●イグナートのぼうけん（乙一）

鳴
く
か
ウ
グ
イ
ス

　

小
林
家
の
受
験
騒
動
記

パッチワーク作品展

　南部公民館の「小学生のためのパッチワーク教室」
と「パッチワーク教室」の合同作品展です。ぜひ見に
来てください。

　毎月第二、第四木曜日の10
時30分から、ゆめよみ館で、
赤ちゃんから３歳までのお子
さんを対象におはなし会をし
ています。絵本を2，3冊と手
遊び、わらべうたで、お母さ
んも一緒にほっこりしたひと
ときをすごしませんか。

◆12月1日（水）～12月10日（金）
◆ゆめよみ館１階展示コーナー

冬休み・おはなし会

ちいさいひとのおはなし会

　有志のみなさんが、手作り紙芝居「ちょっとうめえは
なし」を熱演してくれます。クリスマスソングを歌ったり、
おたのしみ抽選会もあります。来てね！

◆12月25日（土）　午後2時～
◆ゆめよみ館2階会議室

カレンダー12

１日（水）パッチワーク作品展（～10日）

28日（火）～1月4日（火）
休館（月末整理日含む）

27日（月）休館

25日（土）ビデオ上映会（10：30～）、
冬休みおはなし会（14:00～）

23日（木）休館（天皇誕生日）

20日（月）休館

18日（土）おはなし会（14:00～）

13日（月）休館

11日（土）おはなし会（14:00～）

９日（木）ちいさいひとのための
おはなし会（0～3歳）（10:30～）

６日（月）休館

４日（土）わくわくタイム（10:30～）
おはなし会（14:00～）
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町
は
、
向
学
心
に
燃
え
て
が

ん
ば
っ
て
い
る
が
、
経
済
的
に

苦
し
く
学
費
を
ま
か
な
う
こ
と

が
困
難
な
町
内
の
生
徒
や
学
生

に
対
し
て
、
奨
学
金
貸
付
基
金

か
ら
修
学
の
た
め
の
経
費
の
一

部
と
し
て
奨
学
金
を
貸
し
付
け

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
も
、
次
の
通
り

新
規
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
方
は
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
対
象
と
な
る
学
校
と
そ
れ
ぞ

れ
の
奨
学
金
額
（
月
額
）

◎
高
等
学
校　

※
１
万
５
千
円

以
内

◎
専
修
学
校
高
等
課
程　

※
１

万
５
千
円
以
内

◎
高
等
専
門
学
校
（
１
～
３
年

生
）
※
１
万
５
千
円
以
内

　
　
　

※
（
現
在
取
扱
検
討
中
）

◎
専
修
学
校
専
門
課
程　

４
万

円
以
内

◎
高
等
専
門
学
校
（
４
～
５
年

生
）
４
万
円
以
内

◎
短
期
大
学　

４
万
円
以
内

◎
大
学　

４
万
円
以
内

◎
大
学
院　

４
万
円
以
内

（
専
修
学
校
は
、
文
部
科
学
省
か

都
道
府
県
知
事
が
認
可
し
た
も

の
に
限
り
ま
す
）

■
対
象
者

　

対
象
学
校
へ
入
学
す
る
生
徒

や
学
生
、
ま
た
は
在
校
生

（
※
希
望
者
の
保
護
者
が
、
町

内
に
在
住
し
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、
町
税
や
水
道
料
金
な
ど
の

公
共
料
金
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と
。）

■
申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
と
合
格
通
知
書
（
写

し
可
）
を
教
育
学
習
課
総
務
係

（
℡
74
─
２
１
９
１
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
２
階
）
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
在
学
生
は
、
申
込

書
と
在
学
証
明
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
教
育

学
習
課
に
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限

平
成
23
年
４
月
28
日
（
木
）
午

後
３
時
ま
で

■
採
用
の
決
定

　

選
考
委
員
会
で
選
考
の
上
、

決
定
し
通
知
し
ま
す
。

教
育
学
習
課（　
74
━
２
１
９
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

町
奨
学
金
貸
付
基
金
の
来
年
度
奨
学
生
を
募
集

　

上
南
部
小
学
校
用
務
員
と
清

川
小
学
校
用
務
員
（
臨
時
職
員
）

を
、
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

上
南
部
小
学
校
用
務
員　

１
名
、

清
川
小
学
校
用
務
員　

１
名

（
昭
和
31
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
）

■
募
集
期
間　

平
成
23
年
１
月

11
日
（
火
）
～
１
月
21
日
（
金
）

午
後
５
時
ま
で
（
土
・
日
曜
日

除
く
）

■
提
出
書
類　

履
歴
書（
市
販
品
）

■
提
出
先　

教
育
学
習
課

■
面
接　

書
類
審
査
後
、
面
接

を
行
い
ま
す
。（
２
月
予
定
）

■
採
用
予
定
期
間　

平
成
23
年

　

今
年
を
締
め
く
く
る
第
４
回

定
例
町
議
会
（
12
月
議
会
）
は
、

12
月
９
日
（
木
）
か
ら
開
会
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

年
末
で
、
い
ろ
い
ろ
お
忙
し

い
と
は
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
お

誘
い
合
わ
せ
て
傍
聴
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

開
会
や
一
般
質
問
な
ど
の
日

程
に
つ
い
て
は
、
町
内
一
斉
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
議
会
事
務
局
へ

上
南
部
小
学
校
・
清
川
小
学
校

用
務
員（
臨
時
職
員
）を

募
集
し
ま
す

議
会
事
務
局（　
72
━
１
３
３
４
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

12
月
議
会
は

12
月
９
日
か
ら
開
会
予
定

４
月
１
日
～
平
成
24
年
３
月
31

日
（
１
年
間
）

く
わ
し
く
は
、
教
育
学
習
課
へ
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納
期
限
を
過
ぎ
る
と

 

延
滞
金
が
発
生
し
ま
す

税
務
課（　
72
━
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

12
月
は『
合
同
滞
納
整
理
強
化
月
間
』で
す

　

町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

和
歌
山
地
方
税

　
　

回
収
機
構
と
は

「
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
」を

　

導
入
し
ま
し
た

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
」を

　

導
入
し
ま
し
た

固
定
資
産
税
償
却
資
産
の
正
し
い
申
告
を
！

　

み
な
べ
町
、
県
及
び
和
歌
山

地
方
税
回
収
機
構
で
は
、
12
月

を
合
同
の
「
滞
納
整
理
強
化
月

間
」
と
し
て
、
滞
納
額
圧
縮
の

た
め
、
差
押
さ
え
を
行
な
う
な

ど
協
調
し
て
滞
納
整
理
を
進
め

ま
す
。

　

ま
だ
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
至
急
役
場
ま
た
は
指
定
金
融

機
関
等
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
病
気
や
災
害
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
納

税
が
困
難
な
場
合
は
、
早
急
に

税
務
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生
活
状
況
な
ど
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
き
、
要
件
に
該
当
し
ま
す

と
納
税
の
緩
和
制
度
を
ご
利
用

い
た
だ
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

和
歌
山
県
内
の
全
市
町
村
が

構
成
団
体
と
な
り
、
市
町
村
税

の
徴
収
を
専
門
に
行
な
う
一
部

事
務
組
合
で
す
。

　

滞
納
案
件
を
市
町
村
か
ら
引

継
ぎ
、
徹
底
し
た
財
産
調
査
や

財
産
の
差
押
さ
え
、
差
押
財
産

の
公
売
、
滞
納
者
宅
の
捜
索
な

ど
の
法
的
処
分
を
行
な
う
組
織

で
す
。

　

今
後
も
機
構
と
連
携
し
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
財
源
確

保
及
び
税
負
担
の
公
平
性
確
保

の
た
め
に
滞
納
整
理
を
積
極
的

に
行
な
い
ま
す
。

　
「
年
率
14
・
６
％
は
、
ム
チ
ャ

ク
チ
ャ
や
！
」
と
言
わ
れ
る
方

が
い
ま
す
。 

　

延
滞
金
制
度
は
、
納
期
内
の

自
主
納
税
を
促
進
し
、
併
せ
て

納
期
内
納
税
者
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
図
る
た
め
の
一
環
と
し
て
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
延
滞
金
は
、

必
ず
納
付
し
て
頂
き
ま
す
。 

　

現
在
、
町
で
は
再
三
の
納
税

催
告
に
応
じ
な
い
滞
納
者
な
ど

に
対
し
、
預
貯
金
や
不
動
産
等

の
差
押
え
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
こ
れ
に
加
え
、
こ
の

ほ
ど
導
入
し
た
「
タ
イ
ヤ
ロ
ッ

ク
」
に
よ
る
自
動
車
（
普
通
自

動
車
、
軽
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ

イ
等
）
の
差
押
え
を
行
い
、
よ

り
強
力
に
納
税
を
促
し
て
い
き

ま
す
。

【
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
装
着
さ
れ
る

と
自
動
車
が
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
】

　

差
押
え
た
自
動
車
を
運
行
さ

せ
な
い
措
置
（
国
税
徴
収
法
第
71

条
）
と
し
て
、
自
動
車
の
タ
イ
ヤ

部
分
に
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
装
着

し
運
行
不
能
状
態
に
し
ま
す
。

　

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
滞
納

処
分
は
、
差
押
さ
え
た
自
動
車

が
使
用
出
来
な
く
な
る
こ
と
で
、

滞
納
者
に
自
主
的
に
納
税
し
て

も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
が
、

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
装
着
し
た
後
、

一
定
期
間
が
経
過
し
て
も
納
税

さ
れ
な
い
場
合
は
、
そ
の
自
動

車
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な

ど
に
よ
り
売
却
し
て
未
納
税
に

充
当
し
ま
す
。

　

滞
納
者
か
ら
差
押
え
た
財
産

を
売
却
し
て
、
滞
納
者
の
滞
納

税
金
に
充
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
、

こ
の
ほ
ど
導
入
し
ま
し
た
。 

　

町
で
は
、
や
む
を
得
な
い
理

由
で
一
時
的
に
納
税
が
困
難
に

な
っ
た
方
と
悪
質
な
滞
納
者
を

見
極
め
、
悪
質
な
滞
納
者
に
は

毅
然
と
し
た
態
度
で
対
応
し
、

滞
納
処
分
を
執
行
し
ま
す
。
そ

し
て
、
納
期
内
に
納
税
し
て
い

る
大
多
数
の
皆
さ
ん
と
の
公
平

性
を
保
つ
た
め
、
今
後
よ
り
一

層
滞
納
整
理
に 

力
を
注
ぎ
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
・
家

屋
の
ほ
か
に
償
却
資
産
（
土
地

や
家
屋
以
外
の
事
業
の
用
に
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
）
に

つ
い
て
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
る
個
人
や
法
人
で
事

業
を
行
っ
て
い
る
方
は
、
地
方

税
法
第
３
８
３
条
の
規
定
に
よ

り
、毎
年
１
月
１
日（
賦
課
期
日
）

現
在
の
所
有
状
況
等
を
資
産
の

所
在
す
る
市
町
村
長
に
申
告
す

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
に

お
い
て
、
み
な
べ
町
で
土
地
や

家
屋
以
外
の
事
業
用
の
資
産（
構

築
物
、
機
械
、
備
品
な
ど
）
を

お
持
ち
の
方
は
、
申
告
書
の
提
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出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
22
年
度
に
申
告

を
さ
れ
た
方
、
平
成
22
年
中
に

新
た
に
事
業
所
を
設
立
さ
れ
た

方
等
に
は
、
申
告
に
必
要
な
書

類
を
12
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。

　

新
た
に
申
告
が
必
要
と
な
る

方
で
申
告
書
を
お
持
ち
で
な
い

場
合
は
、
郵
送
し
ま
す
の
で
税

務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
次
の
も
の
は
、
申
告
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

○
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の

課
税
対
象
と
な
る
も
の

○
無
形
減
価
償
却
資
産
（
特
許

権
、
営
業
権
、
商
標
権
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
な
ど
）

○
繰
延
資
産
（
開
業
費
、
試
験

研
究
費
な
ど
）

○
絵
画
、
骨
董
（
た
だ
し
、
複

製
の
よ
う
な
も
の
で
装
飾
的
な

目
的
の
み
に
使
用
し
て
い
る
も

の
は
対
象
と
な
り
ま
す
）

申
告
さ
れ
な
い
方
、又
は

虚
偽
の
申
告
を
さ
れ
た
方

　

正
当
な
理
由
が
な
く
申
告
さ

れ
な
い
場
合
は
、
地
方
税
法
第

３
８
６
条
の
規
定
に
よ
り
過
料

を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
ほ

か
、
同
法
第
３
６
８
条
の
規
定

に
よ
り
不
足
税
額
に
加
え
て
延

実
地
調
査
等
へ
の

　
　

協
力
の
お
願
い

　

申
告
内
容
を
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
く
た
め
地
方
税
法
第
４
０

８
条
の
規
定
に
基
づ
き
順
次
実

地
調
査
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
適
性
・
公
正
な
課

税
を
確
保
す
る
た
め
、
申
告
内

容
を
詳
細
に
点
検
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

調
査
依
頼
の
際
は
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
に
対
し
て
不
協

力
等
の
場
合
は
、
地
方
税
法
３

５
４
条
の
２
の
規
定
に
基
づ

き
、
税
務
署
で
国
税
資
料
の
閲

覧
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
実
地
調
査
等
の
結
果
に

よ
っ
て
は
、
遡
っ
て
税
額
を
更

正
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
承
知
下
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

自
衛
隊
で
は
次
の
と
お
り
、

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒
を
、
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格　

平
成
23
年
４
月

１
日
現
在
、
15
歳
以
上
17
歳
未

満
の
男
子
（
平
成
23
年
３
月
に

中
学
校
卒
業
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
の
前
期
課
程
修
了
見
込
み

者
を
含
む
）

●
募
集
人
員　
【
推
薦
】
約
60
名

【
一
般
】
約
２
６
０
名　

●
受
付
期
間　
【
一
般
】
平
成
22

年
11
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
１

月
７
日
ま
で
【
推
薦
】
平
成
23

年
１
月
６
日
ま
で

●
試
験
期
日
（
場
所
）　
【
推
薦
】

平
成
23
年
１
月
15
日
～
17
日
の

う
ち
指
定
す
る
１
日
（
陸
上
自

衛
隊
高
等
工
科
学
校
）【
一
般
】

（
１
次
試
験
）　

平
成
23
年
１
月

22
日
（
土
）
田
辺
市
（
予
定
）

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
を

　

募
集
し
ま
す

・・・製造事業所の皆様へ・・・
　平成 22 年工業統計調査を、12 月 31 日現在で行います。
　調査の実施に当たっては、町内の対象となる約１３０の事業所に、12 月
から来年 1 月にかけて調査員がお伺いしますので、ご協力をお願いします。
　なお、調査票に記入していただいた内容については、統計法に基づき秘
密は厳守されますので、正確なご記入をお願いします。
くわしくは、総務課統計係へお問い合わせください。

統計調査にご協力をお願いします

12
月
４
日
～
10
日
は

「
第
62
回
人
権
週
間
」

総
務
課（　
72
━
２
０
５
１
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

　

和
歌
山
地
方
法
務
局
と
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

「
み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世

紀
～
考
え
よ
う 

相
手
の
気
持

ち 

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
広
く
地
域

住
民
の
方
々
に
、
人
権
意
識
の

普
及
高
揚
を
図
る
た
め
、
積
極

的
に
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

特
に
、
12
月
４
日
か
ら
10

日
ま
で
の
人
権
週
間
に
お
い
て

は
、
様
々
な
啓
発
活
動
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
町
で
も
、
期
間

中
左
記
の
通
り
啓
発
活
動
を
行

い
ま
す
。

■
広
報
車
巡
回

日
時　

12
月
４
日
（
土
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時

場
所　

町
内

■
街
頭
啓
発

日
時　

12
月
６
日
（
月
）
午
前

10
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

場
所　

町
内
ス
ー
パ
ー

■
人
権
相
談

日
時　

12
月
７
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所　

役
場
第
１
庁
舎

　

町
の
人
権
擁
護
委
員
さ
ん

が
、
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

●
試
験
科
目
及
び
要
領
【
一
般
】

国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・

英
語
・
作
文
、
択
一
式
【
推
薦
】

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

資
料
請
求
及
び
お
問
い
合
わ

せ
は
、
自
衛
隊
御
坊
地
域
事
務

所
（
℡
０
７
３
８
─
23
─
０
０

２
０
）
ま
た
は
役
場
総
務
課
へ
。

滞
金
を
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
必

ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
虚
偽
の
申
告
を
さ
れ

ま
す
と
、
地
方
税
法
第
３
８
５

条
の
規
定
に
よ
り
罰
金
等
を
科

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。



（上南部分館）

（水道係）

（下水道係）
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入
札
状
況
審
査
委
員
会
が

　

開
催
さ
れ
ま
し
た

住
民
環
境
課

（　

72
━
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL
ご
み
収
集
は

　

年
末
年
始
休
み
で
す

検
査
室（　
72
━
２
１
４
２
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

今
年
も
、み
な
べ
の
季
節
が

　

近
づ
い
て
き
ま
し
た

う
め
課（　
74
━
３
２
７
６
）

産
業
課（　
72
━
１
３
３
７
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TELTEL

『
紀
州
み
な
べ
検
定
試
験
』の

　

受
験
生
募
集
中
！

　

11
月
１
日
、
入
札
状
況
審
査

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
22

年
度
上
半
期
の
発
注
状
況
に
つ

い
て
町
か
ら
報
告
し
、
委
員
会

が
抽
出
し
た
工
事
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

■
委
員
と
の
質
疑
（
抜
粋
）

（
東
部
配
水
池
増
改
築
工
事
）

〔
問
〕
大
手
会
社
の
失
格
者
が
多

い
で
す
が
、
最
低
制
限
価
格
が

高
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

〔
答
〕
最
低
制
限
価
格
の
算
定
に

つ
い
て
は
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の

標
準
歩
掛
を
元
に
し
た
設
計
書

に
基
づ
い
て
い
ま
す
の
で
、
価

格
が
高
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

（
千
鹿
浦
地
区
集
落
道
整
備
工
事

他
２
工
事
）

〔
問
〕
同
時
入
札
と
は
ど
う
い
う

入
札
で
す
か
。

〔
答
〕
施
工
場
所
が
同
じ
な
ど
関

連
性
の
あ
る
工
事
で
、
別
々
の

業
者
で
は
工
事
が
重
な
る
た
め
、

複
数
の
工
事
を
一
度
の
入
札
で

行
い
、
一
社
に
施
工
さ
せ
る
こ

と
で
す
。

〔
問
〕
同
時
入
札
の
メ
リ
ッ
ト
は

な
ん
で
す
か
。

〔
答
〕
複
数
の
工
事
を
同
一
業
者

で
施
工
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

掘
削
等
の
作
業
工
程
も
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
、

早
期
完
成
が
図
れ
ま
す
。

（
町
道
埴
田
堺
線
災
害
防
除
工
事
）

〔
問
〕
落
札
者
と
失
格
者
と
の
金

額
差
が
少
な
い
の
で
す
が
、
そ

れ
で
も
最
低
価
格
者
と
契
約
で

き
な
い
の
で
す
か
。

〔
答
〕
県
で
は
低
入
札
調
査
価
格

制
度
を
設
け
て
、
そ
の
価
格
で

施
工
で
き
る
か
ど
う
か
を
調
査

し
て
か
ら
落
札
決
定
を
し
て
い

ま
す
が
、
町
が
こ
れ
ら
の
工
事

を
対
象
に
す
る
と
時
間
と
人
員

が
必
要
な
た
め
難
し
い
で
す
。

（
入
札
状
況
審
査
委
員
会
の
議
事

概
要
に
つ
い
て
は
、
検
査
室
で

公
表
し
て
い
ま
す
。）

　

ご
み
収
集
は
、12
月
31
日（
金
）

か
ら
来
年
１
月
３
日
（
月
）
の

年
末
年
始
は
休
み
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
12
月
23
日
（
木
・
祝
日
）

は
、
平
常
通
り
収
集
し
ま
す
。

◆
ご
み
焼
却
場
へ
の
直
接
持
ち

込
み
は
12
月
30
日
ま
で

　

ご
み
焼
却
場
へ
の
直
接
持
ち

込
み
は
、
12
月
30
日
（
木
）
午

後
３
時
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
12
月
23
日
（
木
・
祝
日
）

は
、平
常
通
り
受
け
付
け
し
ま
す
。

し
尿
収
集
も
年
末
年
始
休
み

　

し
尿
の
収
集
は
、
年
末
12
月

28
日
（
火
）
ま
で
行
い
ま
す
。

　

年
始
は
、来
年
１
月
４
日（
火
）

か
ら
行
い
ま
す
。

◆
ご
み
分
別
の
お
願
い

年
末
は
ご
み
が
大
量
に
出
さ
れ

ま
す　

分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す

　

年
末
に
な
る
と
、
例
年
た
く

さ
ん
の
ご
み
が
出
さ
れ
ま
す
。

家
の
片
付
け
な
ど
は
な
る
べ
く

お
早
め
に
さ
れ
、
計
画
的
に
ご

み
を
出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
再
使
用
・
再

資
源
化
を
図
り
、
ご
み
の
減
量

化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
に
ご
注
意
を
！

　

近
年
、
全
国
的
に
ご
み
焼
却

場
に
お
い
て
、
搬
入
さ
れ
た
ご
み

の
中
に
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
の
爆

発
性
の
物
が
混
入
し
、
破
砕
機

内
で
破
砕
中
に
引
火
、
爆
発
す

る
事
故
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

を
よ
く
使
用
す
る
季
節
に
な
り

ま
す
。
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス

プ
レ
ー
缶
を
ご
み
と
し
て
出
す

場
合
に
は
、
必
ず
使
い
き
り
、

内
容
物
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
か
ら
、
屋
外
で
穴
を
あ
け
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
早
や
年
末
、
新
春
の

梅
花
咲
く
み
な
べ
の
季
節
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

南
部
梅
林
、
岩
代
大
梅
林
共
、

来
年
１
月
29
日
（
土
）
か
ら
開

園
し
ま
す
。

　

町
外
の
親
類
や
お
友
達
に
も

Ｐ
Ｒ
し
て
、
ぜ
ひ
ご
一
緒
に
そ

の
景
色
や
香
り
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

　

梅
情
報
発
信
基
地
・
う
め
振

興
館
（
谷
口
）
は
、
正
月
三
が

日
も
開
館
し
ま
す
。

　

お
正
月
に
遊
び
に
来
ら
れ
た

お
客
様
と
ご
一
緒
に
、
ぜ
ひ
ご

来
館
く
だ
さ
い
（
入
館
無
料
）。

　

入
館
受
付
は
、
三
が
日
と
も

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
で

す
。（
う
め
振
興
館　

℡
74
─
３

４
４
４
）

　

第
３
回
紀
州
み
な
べ
検
定

試
験
を
、
次
の
通
り
実
施
し

ま
す
。

　

み
な
べ
町
の
特
産
品
、
自

然
、
観
光
、
歴
史
、
文
化
財

な
ど
の
多
分
野
か
ら
、
合
計

50
問
・
四
者
択
一
式
で
出
題

し
ま
す
。
正
解
し
た
級
別
に

認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

●
試
験
日
時　

平
成
23
年
２

月
19
日
（
土
）
午
前
10
時
～

●
試
験
会
場　

南
部
公
民
館

（
片
町
）、ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
（
東

本
庄
）

●
受
験
資
格　

小
学
校
４
年

生
以
上
の
方

●
受
験
料　

５
０
０
円
（
但

し
、
中
学
生
以
下
は
無
料
）

●
参
加
賞　
【
申
込
時
】
テ
キ

ス
ト
ブ
ッ
ク
進
呈
（
希
望
者

の
み
）【
受
験
日
当
日
】
特
産

品
（
中
学
生
以
下
は
図
書
券
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

●
申
込
期
間　

平
成
22
年
12

月
13
日
（
月
）
～
平
成
23
年

２
月
４
日
（
金
）
ま
で

受
験
申
込
と
問
い
合
わ
せ
は
、

み
な
べ
町
商
工
会
（
℡
72
─

３
２
２
５
）・
商
工
会
南
部
川

分
所（
℡
74
─
２
３
０
８
）へ
。



（上南部分館）

（水道係）

（下水道係）

15 14

　役場の一般業務は、
12月28日（火）までです。
12月29日（水）から1月3日（月）
まで休みになりますので、ご了承
ください。〔休みの間は、職員が交
代で日直にあたります。〕
　新年の業務は、1月４日（火）か
ら通常通り始まります。

和
歌
山
大
学

南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト

５
周
年
記
念
事
業
を
開
催

　

和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ

ラ
イ
ト
は
、
５
周
年
記
念
事
業

「
南
紀
熊
野
で
ワ
ダ
イ
を
発
信
─

地
域
か
ら
宇
宙
ま
で
─
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

和
歌
山
大
学
が
南
紀
熊
野
で

取
り
組
ん
で
い
る
「
紀
伊
半
島

学
」
の
事
例
紹
介
や
、
惑
星
探

査
機
「
ハ
ヤ
ブ
サ
」
の
紹
介
、

筋
ト
レ
と
脳
ト
レ
が
同
時
に
出

来
る
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の

体
験
、
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト

受
講
生
の
研
究
発
表
な
ど
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下

さ
い
。

■
日
時　

12
月
23
日
（
木
・
祝
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分
（
和

大
教
員
と
の
交
流
会
午
後
４
時
～
）

■
場
所　

県
立
情
報
交
流
セ
ン

タ
ー
Ｂ
ｉ
ｇ
・
Ｕ
（
田
辺
市
新

庄
町
）

■
定
員　

先
着
１
２
０
名

■
申
込
締
切
日　

12
月
16
日（
木
）

■
申
込
方
法　

下
記
Ｈ
Ｐ
よ
り

お
申
し
込
み
い
た
だ
く
か
、
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

  

和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ

ラ
イ
ト（
℡
23
─
３
９
７
７
）（
田

辺
市
新
庄
町
）

（
火
曜
日
～
土
曜
日　

午
前
10
時

～
午
後
５
時
）
Ｈ
Ｐ　

http://
w
w
w
.w
akayam

a-u.ac.jp/
nanki-kum

ano
「
１
人
で
も
雇
っ
た
ら　

　

入
ろ
う　

労
働
保
険
」

県
最
低
賃
金
が
時
間
額

 

６
８
４
円
に
な
り
ま
し
た

　

厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
労

働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
と
の
総
称
で
、
保
険
給
付

は
各
保
険
制
度
で
別
に
行
わ
れ

ま
す
が
、
保
険
料
の
徴
収
等
に

つ
い
て
は
、
原
則
的
に
一
体
の

も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業

の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
（
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）

を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事

業
主
は
、
す
べ
て
加
入
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、
加
入
手
続
き

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

加
入
手
続
き
な
ど
く
わ
し
く

は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職

業
安
定
所
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
「
必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃

金
！
使
用
者
も　

労
働
者
も
」

　

和
歌
山
県
最
低
賃
金
が
改
定

さ
れ
、
時
間
額
６
８
４
円
に
な

り
、
平
成
22
年
10
月
29
日
か
ら

適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低

賃
金
法
に
基
づ
き
国
が
賃
金
の

最
低
限
度
を
定
め
、
使
用
者
は
、

そ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金

を
、
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
す
る
制
度
で
す
。

　

そ
し
て
、
最
低
賃
金
は
、
常

用
労
働
者
だ
け
で
な
く
、
臨
時
・

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
す

　
〔
最
寄
り
は
、
田
辺
労
働
基
準

監
督
署
（
℡
22
─
４
６
９
４
）、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
辺
（
℡
22
─

２
６
２
６
）〕

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
最
低
賃
金
に
は
、

地
域
別
最
低
賃
金
と
特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
が
あ
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
和
歌
山
労
働

局
賃
金
室
（
℡
０
７
３
─
４
８

８
─
１
１
５
２
）、
ま
た
は
田
辺

労
働
基
準
監
督
署
（
℡
22
─
４

６
９
４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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放
送
大
学
で
は
、
平
成
23
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
放
送
を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教

育
の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で

い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目

か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科

目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格

を
お
持
ち
の
方
な
ら
、
無
試
験
で

全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、

４
年
以
上
在
学
し
て
１
２
４
単

位
以
上
を
修
得
し
、
卒
業
す
る

と
、
学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取

得
で
き
ま
す
。

■
募
集
期
間　

平
成
23
年
２
月

28
日
（
月
）
ま
で

■
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ

先  

放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン

タ
ー
（
℡
０
７
３
─
４
３
１
─

０
３
６
０
）

放
送
大
学
学
生

　

募
集
の
お
知
ら
せ

鉄
道
に
乗
っ
て
出
か
け
ま
せ
ん
か

　

紀
勢
本
線
活
性
化
促
進
協
議

会
で
は
、
大
切
な
交
通
機
関
で

あ
る
鉄
道
の
利
用
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
移
動
に
自
家
用
車

を
使
う
人
が
増
え
る
中
、「
鉄
道

の
利
用
が
減
る
→
電
車
の
本
数

が
減
る
→
鉄
道
離
れ
」
と
い
う

悪
循
環
を
断
ち
切
り
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
の
方
ま
で
、
誰
も
が

利
用
し
や
す
い
交
通
環
境
を
維

持
す
る
た
め
で
す
。

　

私
た
ち
地
域
の
鉄
道
を
守
る

　県・和歌山弁護士会・和歌山県司
法書士会・各商工会議所では、次の
通り多重債務者相談会（無料）を開
催します。
相談日時：平成22年12月11日（土） 
　　　　　午後１時～４時
開催場所：田辺市民総合センター
予約受付：西牟婁振興局総務県民課へ
　　　　　 （℡ 26 － 7909）

多重債務者無料相談会を開催

主催　青年クラブみなべ

クリスマスの季節がやってきました！
今年も、青年クラブみなべが、サンタクロース
に変装して、保護者の方から事前にお預かりし
たクリスマスプレゼントを、お子さんに直接お
届けします。
ぜひ大作戦に応募して、子どもたちにすてきな
思い出を残してあげてください。

★対象者
町内の小学校２年生以下のお子さんとおうちの方
★プレゼントのお届け日　12月24日（金）午後6時～9時
★お届け料金　　1世帯 500 円
★申し込み方法　12月1日（水）～17日（金）午後 5
時までに、申込書、お届け料金、プレゼントを教育
学習課（生涯学習センター１階）まで持参してくだ
さい。

※申込書は、生涯学習センター、南部公民館、岩
代公民館、高城公民館、清川公民館、役場第１庁
舎・第２庁舎の住民環境課窓口に置いています。
※プレゼントは、各保護者がご用意ください。
※申し込み受付は、先着50世帯までとさせていた
だきます。
　くわしくは、教育学習課（℡ 74 － 3134）へお
問い合わせください。

　

バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
公
共
交

通
機
関
は
、
通
勤
・
通
学
・
通

院
な
ど
国
民
生
活
に
お
け
る
公

共
交
通
機
関
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
高
齢
化
や
過
疎
化
の
進

行
、
自
家
用
自
動
車
の
普
及
な

ど
に
よ
り
利
用
者
数
が
年
々
減

少
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、国
や
自
治
体
で
は
、

鉄
道
や
生
活
路
線
バ
ス
の
利
用

促
進
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
安
全
性
が
高
く
、
環
境
に

も
や
さ
し
い
公
共
交
通
の
利
用

を
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

バ
ス
・
鉄
道
を

　

利
用
し
ま
し
ょ
う

　

町
内
に
は
、
Ｊ
Ｒ
南
部
駅
か

ら
Ｊ
Ｒ
田
辺
駅
・
紀
南
病
院
方

面
、
国
道
４
２
４
号
か
ら
高
城
・

清
川
方
面
を
通
っ
て
田
辺
市
龍

神
村
へ
向
か
う
バ
ス
路
線
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
バ
ス
路
線
は
、
隣
の
町

や
市
を
結
ぶ
広
域
交
通
路
線
と

し
て
、
総
合
病
院
へ
の
通
院
や

　

お
買
い
物
や
通
院
、
ま
た
鶴

の
湯
温
泉
や
国
民
宿
舎
紀
州
路

み
な
べ
・
老
人
憩
い
の
家
二
子

の
里
、
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
な
ど

へ
の
交
通
手
段
に
は
、
み
な
べ

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
み
な

べ
コ
ミ
バ
ス
）
を
ご
利
用
く
だ

通
勤
・
通
学
・

田
辺
方
面
へ
は
バ
ス
の
利
用
を

た
め
に
も
、
旅
行
な
ど
お
出
か

け
の
際
に
は
、
①
渋
滞
な
し
で

時
間
に
正
確
②
安
全
性
が
高
い

③
地
球
環
境
へ
の
影
響
が
少
な

い
な
ど
、
利
点
の
多
い
電
車
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

高
校
生
の
通
学
、
梅
加
工
事
業

所
へ
の
通
勤
な
ど
に
欠
か
せ
な

い
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
幼
稚
園
、
小

学
生
の
通
学
に
も
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
田
辺
市
方
面
へ
の
お

出
か
け
や
通
勤
通
学
に
は
、
路

線
バ
ス
が
便
利
で
す
。

町
内
の
買
い
物
や

通
院
に
は
、み
な
べ
コ
ミ
バ
ス
で

さ
い
。

　

み
な
べ
コ
ミ
バ
ス
は
デ
マ
ン

ド
方
式
（
予
約
方
式
）
で
、
利
用

に
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

利
用
の
際
は
、
み
な
べ
コ
ミ
バ

ス
（
℡
72
─
３
６
７
５
）
へ
電

話
を
し
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
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（平成21年4月・5月生まれ） 12月8日（水） 13：00～13：301 歳６か月児健診

（平成22年8月生まれ） 12月15日（水） 13：00～13：30４ か 月 児 健 診

※対象のお子さんには案内状（問診票同封）を送ります。
〔三種混合（1期初回）は、７歳半までで未接種のお子さんも
接種します。希望するお子さんは、接種してください。〕

9：00～10：30堺漁港→11：30～13：00ミナベ
化工㈱様→14：30～16：30はあと館前（片町）

9：30～12：00／13：00～16：00
バリューハウス南部店様前

12月14日（火）
平成21年10月・11月生まれのお子さんと、
1～2歳未満及び来年度新入学で未接種のお子さん

13：00～13：20麻しん風しん混合（1期）

12月21日（火）
生後3か月以上6か月未満のお子さん
（やむを得ない場合は1歳まで）

13：00～13：20Ｂ　　　Ｃ　　　Ｇ

12月17日（金）

　　（1期初回）平成22年4月～6月生まれのお子さん
（1期追加）平成21年12月に初回接種が完了したお子さん

13：00～13：20三種混合（1期追加）
三種混合（1期初回）

「マタニティー＆ベビーサロン」

日　時：12月16日（木）13：30～15：00
場　所：こひつじランド（愛之園保育園内）
対　象：妊婦または小さなお子さんの保護者
内　容：①赤ちゃん人形で抱っこの練習
　　　　②知って得する出産前後のサービス紹介

12月のおひさま広場（保育所開放）
（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）

（℡ 72-4520）南部保育所 24日（金） 10：00～11：00
24日（金） 10：00～11：00（℡ 75-2044）高城保育所
24日（金） 10：00～11：00（℡ 76-2251）清川保育所

9日（木） 10：00～11：00（℡ 74-3022）上南部保育所

クリスマス会

外で自由遊び

21日（火） 10：00～11：00（℡ 72-2371）愛之園保育園

18：00～21：0012月3日（金）・10日（金）・17日（金）・24日（金）
トレーニング教室　～はあと館（社会福祉センター）～

19：00～21：0012月1日（水）・8日（水）
いきいき講座「癒しのストレッチ教室」～ふれ愛センター～

プレママ＆フレッシュママ交流事業
『ベビーマッサージ』

プレママ＆フレッシュママ交流事業
『ベビーマッサージ』

日　　時：12月20日（月）13：30～15：00
場　　所：ふれ愛センター
対　　象：妊婦または1歳未満のお子さんの保護者
受付期間：12月1日（水）～12月17日（金）
　　　　※申し込みが必要です（先着20名程度）
持ち物：タオル1～2枚、バスタオル1枚
申込先：こひつじランド（愛之園保育園内）（℡72－2371）

　10月6日から、妊婦健康診査に、ＡＴＬ（成人Ｔ細
胞白血病）原因ウイルス（ＨＴＬＶ-１）の抗体検査が
追加されました。妊娠中の皆様には、個別に連絡し
ています。
　くわしくは、保健福祉センター保健師にお問い合
わせください。

現在、妊娠中の皆様へ

　　　　　　　　　　　　　　　献血の際、恐れ
入りますが、献血カードまたは本人であることを証明
できるもの（運転免許証など）を、ご持参ください。

12月24日（金）

（１２月３０日～１月３日）

（南部ライオンズクラブ・町共催）

（田辺市高雄一丁目・田辺市民総合センター内、℡26－4909）
◆診療科目　内科・小児科・歯科の応急診療
◆受付時間　9：00～11：30、13：00～17：00

1月3日（月）（南部ライオンズクラブ・町共催）

対象者の方には、５月に「無料クーポン券」を郵送し
ています。
クーポン券を使って、ぜひこの機会に子宮・乳房検診
を受けてください。
クーポン券の有効期間は、平成23年3月31日まで
です。

の子宮がん 乳房検診

もう検診を受けましたか？
「無料クーポン券」で
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12月の消費生活相談会
10日（金）13：00～16：00
第１庁舎で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

12月の人権・行政・登記相談
7日（火）13：30～15：30
第１庁舎で
人権相談（人権擁護委員）

登記相談（和歌山地方法務局
田辺支局員）

行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

12月の県による巡回職業相談
22日（水）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

　相談員が求人情報を提供、
また求職の相談を受けます。
　くわしくは、日高振興局産業
総務課（℡0738-24-2946）へ。

12月は

◆上南部小、校内マラソン大会
◆岩代小、校内マラソン大会
◆年末調整説明会
　（御坊税務署主催）
　（13：30～・JAみなべいなみ本所）
◆パッチワーク作品展
　（～10日・ゆめよみ館）
◆テープ類一斉回収
　（対象：水曜日がプラごみ回収地域）
◆癒しのストレッチ教室
　（19：00～・ふれ愛センター）

◆南部小、
　人権作文発表会（高学年）
◆上南部保、お餅つき会

◆12月議会開会（予定）
◆清川小3・5年生、社会見学
◆高城小、ふれあい作文発表
　会・保護者学級
◆清川保、お餅つき大会
◆高城保、餅つき大会
◆おひさま広場（保育所開放）、
　外で自由遊び（10：00～・上南部保）
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～）

◆南部幼、クリスマス会
◆マタニティー＆ベビーサロン
　（13：30～・愛之園保）

◆ごみ収集、今年最終日
◆ごみ焼却場（山内）への直接
　持ち込み、午後3時まで受付

◆南部中3年生、
　三者面談（～10日）

◆南部幼年長児、ゆうゆう館訪問
◆愛之園保すみれ組、クッキング
◆プレママ・＆フレッシュママ
　交流事業「ベビーマッサージ」
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆献血
　（9：30～12：00、13：00～16：00
　バリューハウス南部店様前）

◆上南部保、交通安全教室
◆白梅幼、交通安全教室
◆人権・行政・登記相談
　（13：30～・第１庁舎）
◆テープ類一斉回収
　（対象：火曜日がプラごみ回収地域）

◆高城保、クッキング
◆清川小、クリスマス集会
◆おひさま広場（保育所開放）、
　クリスマス会（10：00～・愛之園保）
◆ＢＣＧ（13：00～・ふれ愛センター）
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～）

◆高城保、梅の里園訪問
◆清川小、校内マラソン大会
◆南部保、お餅つき大会
◆上南部保、上南部中訪問（～9日）
◆上南部中2年生、保育所交流（～9日）
◆1歳６か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆癒しのストレッチ教室、
　（19：00～・ふれ愛センター）

◆高城中、保護者面談（～17日）
◆4か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部保、クリスマス会
◆白梅幼、クリスマス会
◆愛之園保、誕生会＆Ⅹ'mas
　バイキングパーティー
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

◆各保育所、平常保育始まり

◆高城小、マラソン大会
◆南部小、
　人権作文発表会（低学年）

◆消費生活相談会
　（13：00～・第１庁舎）
◆高城保、お弁当作り

◆岩代小、クリスマス集会
◆南部長寿大学、（地域生活
　安全学習・南部公民館）
◆三種混合（１期初回）（1期追加）
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆各小中学校・南部幼・白梅幼、
　終業式
◆上南部保、クリスマス会
◆高城保、クリスマス会
◆愛之園保すみれ組、ゆうゆう
　館（午前）虹（午後）訪問
◆おひさま広場（保育所開放）、
　クリスマス会（10：00～/南部保
　・高城保・清川保）
◆献血（9：00～10：30堺漁港/
　11：30～13：00ミナベ化工㈱様/
　14：30～16：30はあと館前）

◆清川小、学習発表会
◆高城保、発表会
◆南部幼、お餅つき
◆愛之園保、おじいちゃんおば
　あちゃんとのお餅つき
◆清川中、
　ＰＴＡ環境整備・廃品回収

◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆高城中、親子野球
◆愛之園保、クリスマス礼拝・祝会
◆白梅幼、園庭開放日

◆ひかり保、終業式
◆冬休み・おはなし会
　（14：00～・ゆめよみ館）

◆うめ振興館
　（～３日開館）

◆清川中、ふれ愛文化祭
◆ひかり保、お遊戯会
◆清川保、中学校ふれ愛文化
　祭（園児参加）
◆上南部中、第３回廃品回収
◆高城小PTA、
　空き瓶・アルミ缶回収

◆南部中、文化祭

第２土曜日　9：30～16：00
（月曜日は19：00まで・祝日は休み）
月～金曜日　8：30～17：15 納期　

介護保険料（普通徴収6期）

◆共同募金運動（～12月31日）
◆統計調査票提出促進月間
　（～12月28日）
◆冬の省エネキャンペーン
　（～3月31日）
◆海外安全・パスポート管理促
　進キャンペーン（～3月20日）
◆歳末たすけあい運動

デジタル放送の日
世界エイズデー
省エネ総点検の日

国際障害者デー

世界人権デー

食育の日

◆上南部中、保護者面談（～17日）
◆麻しん風しん混合（１期）
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆岩代小、ふれあい作文発表会
◆高城保、園外保育
◆こひつじランド第8回育児講座
　ハッピー☆クリスマス会
　（10：00～・ふれ愛センター）

製品安全点検日

天皇誕生日

元日

◆各保育所、保育納め
◆し尿収集、今年最終日

各納期　国民健康保険税
（普通徴収6期）/後期高齢者
医療保険料（普通徴収6期）

官公庁仕事納め

◆成人式（受付開始12：30～・
　紀州南部ロイヤルホテル）
◆ごみ収集開始
◆し尿収集開始

官公庁仕事始め

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日 9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日 9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

12月の田辺年金事務所年金相談
11日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

◆ＮＨＫ海外たすけあい
◆大気汚染防止推進月間
◆脱スパイクタイヤ推進月間
◆地球温暖化防止月間
◆雪崩防災週間（1日～7日）
◆障害者週間（3日～9日）
◆人権週間（4日～10日）
◆模倣品・海賊版撲滅キャン
　ペーン（～3月31日）

プラムコーラス
２０周年記念コンサート
（第8回クリスマスコンサート）
と　き
 12月23日（木）午後2時より
ところ
 南部公民館2階会議室　　
特別出演
 みなべ町ジュニアバンド

◆第５回町内マラソン大会
　（9：00集合、9：40スタート、
　 須賀神社前発着）
◆白梅幼、「おゆうぎ会」（発表会）
◆清川保、発表会



1819

12月の消費生活相談会
10日（金）13：00～16：00
第１庁舎で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

12月の人権・行政・登記相談
7日（火）13：30～15：30
第１庁舎で
人権相談（人権擁護委員）

登記相談（和歌山地方法務局
田辺支局員）

行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

12月の県による巡回職業相談
22日（水）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

　相談員が求人情報を提供、
また求職の相談を受けます。
　くわしくは、日高振興局産業
総務課（℡0738-24-2946）へ。

12月は

◆上南部小、校内マラソン大会
◆岩代小、校内マラソン大会
◆年末調整説明会
　（御坊税務署主催）
　（13：30～・JAみなべいなみ本所）
◆パッチワーク作品展
　（～10日・ゆめよみ館）
◆テープ類一斉回収
　（対象：水曜日がプラごみ回収地域）
◆癒しのストレッチ教室
　（19：00～・ふれ愛センター）

◆南部小、
　人権作文発表会（高学年）
◆上南部保、お餅つき会

◆12月議会開会（予定）
◆清川小3・5年生、社会見学
◆高城小、ふれあい作文発表
　会・保護者学級
◆清川保、お餅つき大会
◆高城保、餅つき大会
◆おひさま広場（保育所開放）、
　外で自由遊び（10：00～・上南部保）
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～）

◆南部幼、クリスマス会
◆マタニティー＆ベビーサロン
　（13：30～・愛之園保）

◆ごみ収集、今年最終日
◆ごみ焼却場（山内）への直接
　持ち込み、午後3時まで受付

◆南部中3年生、
　三者面談（～10日）

◆南部幼年長児、ゆうゆう館訪問
◆愛之園保すみれ組、クッキング
◆プレママ・＆フレッシュママ
　交流事業「ベビーマッサージ」
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆献血
　（9：30～12：00、13：00～16：00
　バリューハウス南部店様前）

◆上南部保、交通安全教室
◆白梅幼、交通安全教室
◆人権・行政・登記相談
　（13：30～・第１庁舎）
◆テープ類一斉回収
　（対象：火曜日がプラごみ回収地域）

◆高城保、クッキング
◆清川小、クリスマス集会
◆おひさま広場（保育所開放）、
　クリスマス会（10：00～・愛之園保）
◆ＢＣＧ（13：00～・ふれ愛センター）
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～）

◆高城保、梅の里園訪問
◆清川小、校内マラソン大会
◆南部保、お餅つき大会
◆上南部保、上南部中訪問（～9日）
◆上南部中2年生、保育所交流（～9日）
◆1歳６か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆癒しのストレッチ教室、
　（19：00～・ふれ愛センター）

◆高城中、保護者面談（～17日）
◆4か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部保、クリスマス会
◆白梅幼、クリスマス会
◆愛之園保、誕生会＆Ⅹ'mas
　バイキングパーティー
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

◆各保育所、平常保育始まり

◆高城小、マラソン大会
◆南部小、
　人権作文発表会（低学年）

◆消費生活相談会
　（13：00～・第１庁舎）
◆高城保、お弁当作り

◆岩代小、クリスマス集会
◆南部長寿大学、（地域生活
　安全学習・南部公民館）
◆三種混合（１期初回）（1期追加）
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆各小中学校・南部幼・白梅幼、
　終業式
◆上南部保、クリスマス会
◆高城保、クリスマス会
◆愛之園保すみれ組、ゆうゆう
　館（午前）虹（午後）訪問
◆おひさま広場（保育所開放）、
　クリスマス会（10：00～/南部保
　・高城保・清川保）
◆献血（9：00～10：30堺漁港/
　11：30～13：00ミナベ化工㈱様/
　14：30～16：30はあと館前）

◆清川小、学習発表会
◆高城保、発表会
◆南部幼、お餅つき
◆愛之園保、おじいちゃんおば
　あちゃんとのお餅つき
◆清川中、
　ＰＴＡ環境整備・廃品回収

◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆高城中、親子野球
◆愛之園保、クリスマス礼拝・祝会
◆白梅幼、園庭開放日

◆ひかり保、終業式
◆冬休み・おはなし会
　（14：00～・ゆめよみ館）

◆うめ振興館
　（～３日開館）

◆清川中、ふれ愛文化祭
◆ひかり保、お遊戯会
◆清川保、中学校ふれ愛文化
　祭（園児参加）
◆上南部中、第３回廃品回収
◆高城小PTA、
　空き瓶・アルミ缶回収

◆南部中、文化祭

第２土曜日　9：30～16：00
（月曜日は19：00まで・祝日は休み）
月～金曜日　8：30～17：15 納期　

介護保険料（普通徴収6期）

◆共同募金運動（～12月31日）
◆統計調査票提出促進月間
　（～12月28日）
◆冬の省エネキャンペーン
　（～3月31日）
◆海外安全・パスポート管理促
　進キャンペーン（～3月20日）
◆歳末たすけあい運動

デジタル放送の日
世界エイズデー
省エネ総点検の日

国際障害者デー

世界人権デー

食育の日

◆上南部中、保護者面談（～17日）
◆麻しん風しん混合（１期）
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆岩代小、ふれあい作文発表会
◆高城保、園外保育
◆こひつじランド第8回育児講座
　ハッピー☆クリスマス会
　（10：00～・ふれ愛センター）

製品安全点検日

天皇誕生日

元日

◆各保育所、保育納め
◆し尿収集、今年最終日

各納期　国民健康保険税
（普通徴収6期）/後期高齢者
医療保険料（普通徴収6期）

官公庁仕事納め

◆成人式（受付開始12：30～・
　紀州南部ロイヤルホテル）
◆ごみ収集開始
◆し尿収集開始

官公庁仕事始め

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日 9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日 9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

12月の田辺年金事務所年金相談
11日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

◆ＮＨＫ海外たすけあい
◆大気汚染防止推進月間
◆脱スパイクタイヤ推進月間
◆地球温暖化防止月間
◆雪崩防災週間（1日～7日）
◆障害者週間（3日～9日）
◆人権週間（4日～10日）
◆模倣品・海賊版撲滅キャン
　ペーン（～3月31日）

プラムコーラス
２０周年記念コンサート
（第8回クリスマスコンサート）
と　き
 12月23日（木）午後2時より
ところ
 南部公民館2階会議室　　
特別出演
 みなべ町ジュニアバンド

◆第５回町内マラソン大会
　（9：00集合、9：40スタート、
　 須賀神社前発着）
◆白梅幼、「おゆうぎ会」（発表会）
◆清川保、発表会
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（代）

（智久・美穂）

（ 忍・衣 子 ）

（ 円 香 ）

（貴信・友紀子）

（道生・昌代）

（政彦・真佐美）

（昌史・茉理）

（将行・聡美）

（秀和・幸子）

（女）

（男）

（男）

（女）

（男）

（男）

（男）

（男）

（女）

東吉田

晩　稲

芝　崎

山　内

新　町

芝　崎

北　道

徳　蔵

晩　稲

/

/

/

/

/

/

/

/

/

30

28

７

11

６

６

19

17

18

９

９

10

10

10

10

10

10

10

（前月比+3）

（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比＋1）
（前月比±0）

（54.5％）

（87．6%）
（81．8%）
（94．6%）
（83．1%）
（85．3%）
（58．4%）
（81．1%）
（52．5%）

1,036／約1,900

113／129
148／181
35／37
216／260
110／129
45／77
214／264
191／364

10月末現在（前月比） 10月中の異動
（－１０人）
（－１３人）
（－２３人）
（－２世帯）

６，８３１人
７，４４１人
１４，２７２人
４，７３１世帯

９人
８人
２１人
４５人

る か

りょうすけ

しょうと

　そう　

お う が

　けい　

いつき

ち さ き

みなべＡＣの子どもたちが
県小学生秋季陸上競技選手権大会で入賞

南部少年剣道クラブＡチームが
近畿剣道大会小学校低学年の部で優勝

髙　井　琉　伽

糸　川　涼　介

小　松　将　虎

山　本　さくら

火　縄　　颯

小　林　煌　芽

根　岸　　慶

人　目　　樹

竹　中　智　咲

（ 昭 三 ）

（ 修 一 ）

（ 永 次 ）

（ 光 雄 ）

（ 哲 也 ）

（ 保 夫 ）

（ 浩 市 ）

（ 武 ）

（ 哲 ）

（８０）

（８６）

（７８）

（８５）

（８３）

（１０１）

（９９）

（９２）

（８７）

南　道

晩　稲

北　道

東岩代

　堺

東本庄

大　橋

東岩代

西本庄

/

/

/

/

/

/

/

/

/

４

８

12

12

20

21

25

27

31

10

10

10

10

10

10

10

10

10

山　本　スミ子

髙　田　澄　子

吉　本　広　子

地　主　梅　野

小　谷　義　一

岡　﨑　タダヱ

森　本　ヨシヱ

　　川　美惠子

　　川　八重子

（件）（10月31日現在）

　10月17日（日）、紀三井寺公園陸上競技場で、第10回和歌山
県小学生秋季陸上競技選手権大会が開催され、みなべＡＣか
ら次の皆さんが入賞しました。（敬称略）
≪男子≫●100ｍ（4年生の部）１位＝谷口大樹　●1500ｍ
（６年生の部）２位＝沖見史哉　●走り高跳び（５･６年生共通
の部）１位＝沖見史哉　●走り幅跳び（５年生の部）１位＝西川
斗真、（４年生以下の部）２位＝谷口大樹
≪女子≫●80ｍハードル（５･６年生共通の部）３位＝小田若
奈、４位＝古久保朋佳　●走り高跳び（５･６年生共通の部）２
位＝小田若奈、３位＝古久保朋佳　●走り幅跳び（４年生以下
の部）５位＝中村彩夏

　10月31日、田辺市で行われた第58回近畿剣道大会で、南部
少年剣道クラブＡチームが小学校低学年の部で優勝しました。
優勝した南部少年剣道クラブＡチームのメンバーは、次の子ども
たちです。（敬称略）【先鋒】山本秀太【次鋒】杣悠帆【中堅】木
下裕介【副将】山本あやか【大将】萩野択弥

75

　当日は、式典（午後１時～）の後、新成人実行委員会
の企画運営によるアトラクションを予定しています。
　くわしくは、教育学習課成人式担当へお問い合わせく
ださい。（生涯学習センター１階、℡74－3134）

新成人の皆さん

紀州南部ロイヤルホテルで
午後12時30分から受付

１月４日（火）は成人式へ！

南部少年剣道クラブの皆さん

P２～
P４～
P６～
P８～

「自主防災会連絡協議会」発足ほか
全国民生児童委員連合会長表彰ほか
町スポーツ大会
まちのほっとニュース

P10
P11～
P17
P18～

としょかん通信
くらしの情報
ふれ愛センターだより
くらしの情報カレンダー

地 震 総 合
災害に備えて災害に備えて

消 防 演 習
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